
人
標
的
機
「Q

ueen Bee

」
が
ル
ー
ツ
。
今
で
は

農
薬
散
布
、
航
空
写
真
撮
影
等
々
、
民
生
用
と
し
て

幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

因
み
に
、
無
人
航
空
機
が
「
ド
ロ
ー
ン
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
プ
ロ
ペ
ラ
が
回
る
「
ブ

ー
ン
」
と
い
う
音
が
雄
蜂
（drone

）
の
羽
音
に
似

て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

　

軍
用
Ｕ
Ａ
Ｖ
は
今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
も
中

心
戦
力
に
な
っ
て
い
る
。
露
・
ウ
両
軍
と
も
、
中
高

度
・
長
時
間
滞
空
可
能
な
大
型
Ｕ
Ａ
Ｖ
か
ら
手
投
げ

式
小
型
Ｕ
Ａ
Ｖ
、
カ
ミ
カ
ゼ
ド
ロ
ー
ン
と
通
称
さ
れ

る
徘
徊
型
突
撃
用
Ｕ
Ａ
Ｖ
、
商
用
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー

型
Ｕ
Ａ
Ｖ
等
々
、
多
様
な
機
種
を
用
い
て
い
る
。

　

軍
用
Ｕ
Ａ
Ｖ
に
は
多
く
の
民
生
技
術
が
使
わ
れ
て

い
る
。
ウ
軍
使
用
の
「
Ｐ
Ｄ
1
」
に
は
日
本
製
模
型

航
空
機
用
エ
ン
ジ
ン
と
30
倍
望
遠
カ
メ
ラ
が
活
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
だ
。

　

ウ
軍
が
鹵ろ

獲か
く

（
敵
軍
兵
器
捕
獲
）
し
た
露
軍

「O
rlan
1
0

」
も
日
本
製
エ
ン
ジ
ン
と
カ
メ
ラ
を
搭

載
。
戦
場
で
ウ
軍
兵
士
が
「O

rlan
1
0

」
を
分
解
し

て
「
お
い
、
日
本
製
カ
メ
ラ
が
使
わ
れ
て
い
る
ぞ
」

と
話
し
て
い
る
動
画
も
流
出
。
意
図
的
に
配
信
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
。「
武
器
輸
出
3
原
則
が
あ
る
た
め

に
兵
器
供
与
で
き
な
い
。
例
外
的
に
防
弾
チ
ョ
ッ
キ

を
提
供
す
る
」
と
し
て
い
る
日
本
へ
の
暗
黙
の
抗
議

で
あ
る
。

　

驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
進
化
し
て
い
る

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
も
兵
器
に
使
用
さ
れ
、

自
律
型
致
死
兵
器
Ｌ
Ａ
Ｗ
Ｓ
（Lethal 

A
utonom

ous W
eapons System

s

）
は
既
に

実
戦
投
入
さ
れ
て
い
る
。
2
0
2
0
年
3
月
、
完
全

Ｌ
Ａ
Ｗ
Ｓ
（
攻
撃
判
断
も
Ａ
Ｉ
が
自
律
的
に
行
う
人

間
無
関
与
の
Ｌ
Ａ
Ｗ
Ｓ
）
で
あ
る
ド
ロ
ー
ン
「
Ｋ
Ａ

Ｒ
Ｇ
Ｕ
2
」
が
リ
ビ
ア
内
戦
で
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
、

国
連
も
認
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
、
戦
後
日
本
は
別
世
界
に
棲
む

が
如
く
で
あ
っ
た
。

　

1
9
4
9
年
設
立
の
日
本
学
術
会
議
は
国
単
位
で

加
盟
す
る
国
際
学
術
機
関
の
構
成
員
で
あ
り
、
国
の

予
算
を
原
資
と
し
て
国
際
分
担
金
も
負
担
し
て
い
る
。

発
足
当
初
は
研
究
者
に
よ
る
直
接
選
挙
で
会
員
を
選

出
。「
学
者
の
国
会
」
と
も
呼
ば
れ
、
戦
後
の
科
学

技
術
政
策
に
影
響
力
を
発
揮
し
て
い
た
。

　

50
年
、
日
本
学
術
会
議
は
戦
争
目
的
の
科
学
研
究

を
行
わ
な
い
旨
の
声
明
を
発
表
。
67 

年
に
も
軍
事

目
的
の
科
学
研
究
を
行
わ
な
い
旨
の
声
明
を
発
表
。

そ
の
後
、
科
学
技
術
と
安
全
保
障
の
関
係
が
密
接
化

し
、
大
学
等
に
お
け
る
研
究
の
あ
り
方
が
論
争
の
的

と
な
っ
て
き
た
。

　

科
学
技
術
庁
設
立
等
の
環
境
変
化
に
伴
っ
て
70
年

代
に
は
影
響
力
が
低
下
。
83
年
の
法
改
正
に
よ
り
、

会
員
は
登
録
学
術
団
体
の
推
薦
に
基
づ
く
内
閣
総
理

大
臣
任
命
に
変
更
。
以
来
、
学
者
の
名
誉
職
の
よ
う

な
性
質
が
強
ま
っ
た
。

　

2
0
1
5
年
、
防
衛
装
備
庁
が
「
安
全
保
障
技
術

研
究
推
進
制
度
」
を
立
ち
上
げ
た
。
大
学
、
研
究
機

関
、
企
業
等
に
資
金
を
提
供
し
、
そ
の
研
究
成
果
を

活
用
す
る
試
み
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
動
き
を
受
け
、
日
本
学
術
会
議
は
16
年

6
月
か
ら
「
安
全
保
障
と
学
術
に
関
す
る
検
討
委
員

会
」
を
設
け
、
17
年
、
50
年
振
り
に
声
明
を
発
表
。

1
9
5
0
年
、
67
年
の
声
明
内
容
を
継
承
し
、「
政

府
に
よ
る
研
究
へ
の
介
入
が
著
し
く
、問
題
が
多
い
」

と
指
摘
し
た
。

　

も
っ
と
も
な
よ
う
に
も
聞
こ
え
る
が
、
そ
の
一
方

で
日
本
人
研
究
者
が
中
国
に
渡
航
し
て
事
実
上
の
軍

事
研
究
に
協
力
し
た
り
、
中
国
人
留
学
生
、
中
国
人

社
員
が
日
本
の
技
術
を
持
ち
出
す
事
案
が
頻
発
。

　

中
国
は
他
国
か
ら
の
技
術
獲
得
を
組
織
的
に
行
っ

て
お
り
、
通
称
「
千
人
計
画
」
に
よ
っ
て
日
本
人
研

究
者
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
ス
カ
ウ
ト
し
て
き
た
こ
と
は
、

本
連
載
の
昨
年
3
月
号
で
指
摘
し
た
。

　

7
月
27
日
、
日
本
学
術
会
議
は
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス

技
術
に
つ
い
て
、
そ
れ
以
外
の
技
術
と
「
単
純
に
二

分
す
る
こ
と
は
も
は
や
困
難
」
と
す
る
見
解
を
ま
と

め
て
政
府
に
提
出
。
遅
き
に
失
し
た
が
、
当
然
の
認

識
に
至
っ
た
。

　

政
府
や
防
衛
当
局
が
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
に
着
目
す

る
背
景
に
は
、
軍
事
技
術
と
民
生
技
術
の
境
界
が
曖

昧
化
し
て
い
る
現
状
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
削
減
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
も
あ
る
。

　

防
衛
装
備
品
の
Ｃ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
（Com

m
ercial-off-

the-Shelf

）
化
が
進
展
し
て
お
り
、
民
生
用
や
民

生
規
格
を
採
用
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
削
減
を
図
っ
て

い
る
。

　

軍
民
両
用
で
使
わ
れ
る
製
品
や
技
術

を
「
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
」
と
称
し
、
軍

事
用
が
民
生
用
に
転
用
さ
れ
る
場
合
を

「
ス
ピ
ン
オ
フ
」、
逆
に
民
生
用
が
軍
事

用
に
転
用
さ
れ
る
場
合
を
「
ス
ピ
ン
オ

ン
」
と
言
う
。

　

20
世
紀
、
と
く
に
1
9
8
0
年
代
ま

で
は
ス
ピ
ン
オ
フ
の
事
例
が
多
か
っ
た

が
、
産
業
Ｉ
Ｔ
化
が
加
速
し
た
90
年
代

以
降
、
と
り
わ
け
21
世
紀
入
り
後
は
ス

ピ
ン
オ
ン
の
事
例
が
激
増
。
民
生
技
術

と
軍
事
技
術
の
区
別
は
困
難
で
あ
る
。

民
生
技
術
が
想
定
外
の
軍
事
利
用
に
至

る
ケ
ー
ス
を
「
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
・
ジ

レ
ン
マ
」
と
言
う
が
、
そ
れ
を
気
に
す

る
こ
と
は
も
は
や
無
意
味
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
古
今
東
西
、
軍
事
用
と
民

生
用
の
技
術
は
渾
然
一
体
と
進
化
し
て

き
た
。
洪
水
や
浸
水
被
害
防
止
の
土ど

嚢の
う

す
ら
戦
闘
で
も
使
う
。

　

鉄
条
網
は
獣
や
泥
棒
除
け
と
し
て
作

ら
れ
た
が
、
戦
場
で
は
対
人
障
害
物
、

陣
地
構
築
資
材
に
転
用
さ
れ
た
。
ナ
イ

ロ
ン
等
の
合
成
繊
維
は
撥
水
性
が
良
く
、

軍
服
や
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
に
応
用
さ
れ
た
。

　

1
9
1
6
年
、
第
1
次
大
戦
で
英
軍

が
投
入
し
た
戦
車
「
マ
ー
ク
Ⅰ
」
は
、

農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
の
無
限
軌
道
（
履り

帯た
い

＝
不
整
地

走
行
が
可
能
な
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
）
技
術
の
応
用
だ
。

　

同
じ
く
第
1
次
大
戦
で
ド
イ
ツ
軍
は
化
学
産
業
で

使
わ
れ
て
い
た
原
料
物
質
か
ら
毒
ガ
ス
を
開
発
。
農

業
用
の
化
学
肥
料
は
爆
薬
の
原
材
料
に
な
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
の
玩
具
メ
ー
カ
ー
の
「
ぜ
ん
ま
い
」
は
小

型
で
信
頼
性
が
高
く
、
砲
弾
や
爆
弾
信
管
に
活
用
さ

れ
た
。

　

電
卓
表
示
用
に
開
発
さ
れ
た
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

も
兵
器
に
活
用
さ
れ
、
最
近
で
は
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
も
軍
事
転
用
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
米
国
防
総
省
高
等
研

究
計
画
局
の
研
究
が
起
源
で
あ
り
、
軍
事
基
地
・
施

設
間
の
通
信
網
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

こ
う
し
た
ス
ピ
ン
オ
フ
の
例
も
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

1
9
4
6
年
の
世
界
最
初
の
電
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
Ｅ

Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｃ
は
弾
道
計
算
用
に
開
発
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
典
型
的
ス
ピ
ン
オ
フ
で
あ
る
。

　

世
界
初
の
原
子
炉
「
シ
カ
ゴ
パ
イ
ル
1
」
は
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
計
画
（
米
軍
に
よ
る
原
爆
開
発
計
画
）
で

製
造
さ
れ
、
以
後
、
原
子
力
発
電
に
転
用
さ
れ
た
。

　

ド
イ
ツ
軍
「
Ｖ
2
ロ
ケ
ッ
ト
」
は
人
工
衛
星
打
ち

上
げ
技
術
に
発
展
。
電
子
レ
ン
ジ
は
米
レ
イ
セ
オ
ン

社
の
レ
ー
ダ
ー
技
術
の
副
産
物
と
し
て
誕
生
し
た
。

米
軍
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
・

シ
ス
テ
ム
）
は
衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
。

　

無
人
航
空
機
Ｕ
Ａ
Ｖ
（U

nm
anned Aerial 

Vehicle

）
は
1
9
3
5
年
に
初
飛
行
し
た
英
軍
無

軍
民
技
術
の
峻
別
は
不
可
能

遅
き
に
失
し
た「
特
許
非
公
開
化
」

【「
三
耕
探
究
」
と
は
？
】「
学
有
り
、
論
優
れ
ど
も
、
心
貧
す
れ
ば
、
任
に
能
わ
ず
」
と
い
う
考
え
か
ら
、「
耕
学
」「
耕
論
」「
耕
心
」
す
な
わ
ち
「
三
耕
」
の
「
探
究
」
の
重
要
性
を
示
す
筆
者
の
造
語
。

［ 技術力喪失の深層 ］
日本製エンジンとカメラを搭載するロシア軍の無人航空機「Orlan10」（ウィキペディアより）日本学術会議の建物
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 「
学
者
の
国
会
」が
軍
事
研
究
の

是
非
を
議
論
し
て
い
る
う
ち
に
、

多
く
の
日
本
の
技
術
が
諸
外
国
や

テ
ロ
リ
ス
ト
の
手
に
渡
り
、

軍
事
転
用
さ
れ
て
き
た
。 日本再興に不可欠
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安
全
保
障
の
観
点
か
ら
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

強
靭
化
」「
基
幹
イ
ン
フ
ラ
の
安
全
性
・
信
頼
性
確
保
」

「
特
許
出
願
の
非
公
開
化
」
等
へ
の
対
応
が
必
要
で

あ
る
。

　

通
常
国
会
で
成
立
し
た
経
済
安
全
保
障
法
で
よ
う

や
く
特
許
非
公
開
が
可
能
と
な
っ
た
。
公
開
自
体
が

国
家
リ
ス
ク
に
な
る
技
術
も
存
在
し
、
他
国
へ
の
流

出
、
敵
国
や
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
武
器
開
発
へ
の
活

用
等
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
技
術
が
経
済
安
全

保
障
法
の
非
公
開
対
象
で
あ
る
。

　

戦
前
、
軍
事
機
密
性
を
要
す
る
発
明
特
許
は
非
公

開
と
さ
れ
て
い
た
が
、
戦
後
の
1
9
4
8
年
、
当
該

制
度
は
廃
止
。
以
後
、
全
て
の
発
明
が
公
開
さ
れ
て

き
た
。

　

諸
外
国
で
は
機
微
技
術
に
関
す
る
特
許
非
公
開
化

は
一
般
的
で
あ
る
。
同
法
成
立
前
は
、
Ｇ
20
諸
国
の

中
で
同
様
の
制
度
が
な
い
の
は
日
本
、
メ
キ
シ
コ
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
だ
け
だ

っ
た
。

　

そ
も
そ
も
デ
ュ
ア
ル

ユ
ー
ス
と
い
う
言
葉
は

米
国
で
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
意
味
で
使
わ
れ
て
い

た
。
日
本
で
デ
ュ
ア
ル

ユ
ー
ス
と
い
う
言
葉
に

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
語
感
を

浸
透
さ
せ
た
の
は
米
国

の
意
向
で
あ
っ
た
と
も

聞
く
。
日
本
の
政
官
財

学
各
界
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
日
本
が
未
だ
に
航
空
機
の

製
造
を
阻
止
さ
れ
、
一
時
は
世
界
を
席
巻
し
た
半
導

体
産
業
の
技
術
力
も
喪
失
し
た
深
層
を
洞
察
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
高
度
成
長
と
技
術
力
伸
長
に
よ

っ
て
日
本
の
「
武
器
輸
出
3
原
則
」
が
形
骸
化
し
て

い
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。

　

1
9
8
7
年
、
ソ
連
に
輸
出
さ
れ
た
東
芝
機
械
の

高
精
度
工
作
機
械
が
潜
水
艦
ス
ク
リ
ュ
ー
音
極
小
化

に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
コ
コ
ム
違
反
で
摘
発

さ
れ
た
。
日
本
人
が
米
国
に
密
告
し
た
こ
と
で
露
呈

し
た
。

　

94
年
、
米
本
土
を
射
程
に
収
め
る
北
朝
鮮
の
大
陸

間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
固
体
燃
料
製
造
に
欠
か
せ
な
い

ジ
ェ
ッ
ト
ミ
ル
（
超
微
粉
砕
機
）
と
混
合
機
が
日
本

か
ら
輸
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
発
覚
。
同
製
品
は
イ

ラ
ン
に
も
不
正
輸
出
さ
れ
、
欧
米
で
は
日
本
の
技
術

が
世
界
の
安
全
保
障
の
脅
威
と
報
道
さ
れ
た
。

　

こ
の
当
時
、
米
軍
戦
車
搭
載
の
有
線
地
対
地
ミ
サ

イ
ル
（
歩
兵
が
映
像
を
見
な
が
ら
誘
導
命
中
さ
せ
る

タ
イ
プ
）
と
歩
兵
モ
ニ
タ
ー
を
繋
ぐ
光
フ
ァ
イ
バ
ー

と
カ
メ
ラ
が
日
本
製
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

　

2
0
0
0
年
代
に
入
る
と
、
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
2
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
処
理
機
能
及
び
同
梱
メ
モ
リ

ー
カ
ー
ド
が
ミ
サ
イ
ル
誘
導
シ
ス
テ
ム
に
転
用
可
能

と
し
て
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
技
術
に
指
定
さ
れ
た
。

　

米
国
防
総
省
は
戦
場
で
重
量
物
を
持
つ
歩
兵
の
負

担
を
軽
く
す
る
た
め
に
日
本
製
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
に

着
目
。
開
発
企
業
は
今
や
高
名
な
サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン

社
で
あ
る
。

　

中
国
は
日
本
製
農
業
用
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
を
農
薬
散

布
用
と
称
し
て
大
量
輸
入
。
逮
捕
者
が
出
る
事
件
と

な
っ
た
。
輸
出
さ
れ
た
回
転
翼
制
御
用
モ
ー
タ
ー
は

そ
の
後
の
中
国
の
ド
ロ
ー
ン
技
術
進
歩
と
無
関
係
で

は
な
い
。

　

ア
ル
カ
イ
ダ
、
Ｉ
Ｓ
等
の
テ
ロ
組
織
は
日
本
製
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
ト
ラ
ッ
ク
を
重
用
。
自
爆
志
願
者
が
運

転
す
る
日
本
車
は
武
器
と
化
し
て
い
る
。
爆
弾
遠
隔

起
爆
に
使
わ
れ
る
携
帯
電
話
接
続
の
通
信
イ
ン
フ
ラ

は
日
本
の
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
製
で
あ
る
。

　

ほ
か
に
も
、
炭
素
繊
維
、
パ
ワ
ー
半
導
体
等
、
多

く
の
日
本
の
製
品
・
技
術
が
転
用
さ
れ
て
お
り
、
民

生
技
術
が
ダ
ミ
ー
企
業
や
第
三
国
経
由
等
、
巧
妙
な

手
口
で
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

　

2
0
1
6
年
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
連
続
爆
破
テ
ロ
で
は

過
酸
化
ア
セ
ト
ン
（
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｐ
）
と
呼
ば
れ
る
自
作

爆
薬
が
使
用
さ
れ
た
。
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｐ
主
原
料
は
日
本
で

は
薬
局
で
容
易
に
入
手
可
能
な
薬
剤
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
そ
う
し
た
技
術
や
素
材
の

利
用
方
法
に
関
す
る
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

氾
濫
し
て
お
り
、
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
点
だ
。

13
年
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
爆
弾
テ
ロ
犯
は
ネ
ッ
ト
か

ら
情
報
を
入
手
し
て
い
た
。

　

日
本
の
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
論
争
は
大
学
や
研
究
機

関
で
の
軍
事
研
究
の
是
非
ば
か
り
に
関
心
が
集
中
し

て
い
た
が
、
日
常
的
な
製
品
や
技
術
の
転
用
、
及
び

転
用
ス
キ
ル
情
報
入
手
の
容
易
性
を
考
え
る
と
、
不

毛
な
論
争
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

今
や
安
全
保
障
は
狭
義
の
軍
事
力
だ
け
の
世
界
で

は
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る

情
報
戦
、
い
わ
ゆ
る
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
」
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　

米
軍
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
偽
情
報
拡

散
や
ジ
ャ
ミ
ン
グ
攻
撃
を
想
定
し
た
演
習
を
行
っ
て

い
る
。
ジ
ャ
ミ
ン
グ
は
電
波
攪
乱
を
意
味
す
る
。
雑

音
電
波
で
妨
害
す
る
ノ
イ
ズ
ジ
ャ
ミ
ン
グ
と
、
偽
情

報
を
送
信
す
る
欺
瞞
（
デ
ィ
セ
プ
シ
ョ
ン
）
ジ
ャ
ミ

ン
グ
が
あ
る
。

　

演
習
に
は
州
兵
登
録
し
て
い
る
主
要
ハ
イ
テ
ク
企

業
社
員
も
多
数
参
加
。
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
あ
る
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
兵
は
昨
年
だ
け
で
も
演
習
に

3
8
6
回
出
動
し
て
い
る
。

　

6
月
の
米
州
兵
演
習
「
サ
イ
バ
ー
・
シ
ー
ル
ド
」

で
は
、
2
0
2
0
年
の
ソ
ー
ラ
ー
ウ
ィ
ン
ズ
社
サ
イ

バ
ー
攻
撃
事
件
を
念
頭
に
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
攻

撃
へ
の
対
応
訓
練
も
行
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
サ
イ
バ
ー
攻

撃
対
策
も
安
全
保
障
の
範
疇
で
あ
り
、
今
や
Ｉ
Ｔ
技

術
全
て
が
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
で
あ
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
開
始
後
、
ロ
シ
ア
は

短
期
間
の
う
ち
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
の
通

信
イ
ン
フ
ラ
を
破
壊
。
最
初
か
ら
そ
れ
を

作
戦
目
標
と
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ

で
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
サ
イ
バ
ー
戦
、

及
び
軍
・
政
府
組

織
が
機
能
し
て
い

る
の
は
、
イ
ー
ロ

ン
・
マ
ス
ク
が
提

供
し
た
コ
ン
ス
テ

レ
ー
シ
ョ
ン
衛
星

群
「
ス
タ
ー
リ
ン

ク
」
の
通
信
サ
ー

ビ
ス
の
恩
恵
だ
。

　

ロ
シ
ア
は
ス
タ
ー
リ
ン
ク
自
体
に
も
サ
イ
バ
ー
攻

撃
や
ジ
ャ
ミ
ン
グ
攻
撃
を
仕
掛
け
て
い
る
が
、
イ
ー

ロ
ン
・
マ
ス
ク
率
い
る
ス
ペ
ー
ス
Ｘ
は
そ
れ
に
応
戦
。

あ
る
意
味
、
一
企
業
が
米
中
露
等
の
国
家
を
超
え
る

対
抗
力
を
示
し
て
い
る
。

　

米
陸
軍
は
19
年
に
第
7
8
0
軍
事
情
報
旅
団
の
下

に
サ
イ
バ
ー
戦
大
隊
を
設
立
。
現
状
約
3
千
人
の
要

員
を
倍
増
さ
せ
る
計
画
で
あ
り
、
他
4
軍
（
海
・
空
・

海
兵
・
宇
宙
）
や
民
間
企
業
所
属
州
兵
の
サ
イ
バ
ー

要
員
も
含
め
る
と
1
万
人
以
上
で
あ
る
。

　

日
本
の
サ
イ
バ
ー
防
衛
隊
（
今
年
3
月
、
陸
海
空

の
各
サ
イ
バ
ー
関
連
部
隊
を
再
編
）
規
模
は
5
4
0

人
。
米
軍
の
サ
イ
バ
ー
要
員
規
模
に
比
べ
る
と
2
桁

少
な
い
。
中
国
軍
は
さ
ら
に
1
桁
多
い
と
も
聞
く
。

7
月
公
表
の
日
本
の
2
0
2
2
年
度
防
衛
白
書
は
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
に
つ
い
て
何
度
も
言
及
し
、
対
応
能

力
強
化
の
必
要
性
を
明
記
。
よ
う
や
く
現
実
を
直
視

し
始
め
た
と
も
言
え
る
が
、
技
術
的
対
応
力
は
不
十

分
で
あ
る
。

　

日
本
防
衛
に
関
す
る
日
米
同
盟
の
有
効
性
は
冷
戦

時
代
と
現
在
で
は
異
な
る
。
ま
た
、
日
米
同
盟
の
前

提
と
し
て
日
本
自
身
の
防
衛
力
強
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
世
界
の
覇
権
構
造
、
と
り
わ
け
米
中
関

係
の
深
層
が
計
り
知
れ
な
い
こ
と
は
本
連
載
の
昨
年

1
月
号
「『
単
独
孤
立
文
明
』
日
本
の
命
運
」
の
中

で
指
摘
し
た
。

　

上
述
の
ス
タ
ー
リ
ン
ク
打
ち
上
げ
は
19
年
か
ら
始

ま
っ
た
。
1
回
の
打
上
げ
で
60
基
の
衛
星
を
投
入
し
、

現
時
点
で
既
に
約
3
4
0
0
基
を
打
ち
上
げ
済
み
。

最
終
的
に
は
約
4
万
2
千
基
を
3
層
の
軌
道
に
展
開

す
る
計
画
で
あ
る
。
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
は
10
年
間

で
完
遂
す
る
計
画
の
総
コ
ス
ト
を
設
計
・
製
造
・
打

上
げ
等
で
約
1
0
0
億
ド
ル
と
公
表
し
て
い
る
。

　

1
0
0
億
ド
ル
は
国
家
で
あ
れ
ば
捻
出
で
き
る
規

模
で
あ
る
。
日
本
も
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
で
き
る
。
し

か
し
、
問
題
は
技
術
力
で
あ
る
。

　

防
衛
力
強
化
の
た
め
に
は
、
産
業
力
や
技
術
力
の

裏
付
け
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
産
業
力

や
技
術
力
を
支
え
る
の
は
人
材
で
あ
る
。
研
究
者
や

エ
ン
ジ
ニ
ア
を
育
て
る
政
策
や
対
応
こ
そ
、
安
全
保

障
の
根
幹
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

日
本
の
サ
イ
バ
ー
防
衛
隊
は
た
っ
た
5
4
0
人

■ 

筆
者
紹
介　
お
お
つ
か
こ
う
へ
い　
日
本
銀
行
を
経
て
参
議

院
議
員
。
早
稲
田
大
学
客
員
教
授
（
早
大
博
士
）、
藤
田
医
科
大
学

客
員
教
授
を
兼
務
。
仏
教
研
究
家
、歴
史
研
究
家
と
し
て
も
活
動
中
。

歳
月
を
空
費
し
た「
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
論
争
」

［ 技術力喪失の深層 ］
イスラム国に使用されていたトヨタ車（ISが公開したプロパガンダ写真、2015年）

自衛隊のサイバー防衛隊（ウィキペディアより）
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